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1年間の活動内容 

（具体的な活動内容とそ

の成果） 

 

 1. 平成 25年度活動 

1-1 研究活動 

2013 年度は，自律神経活動の客観的指標として広く知られている瞳孔対光反応における縮瞳

率，血流動態の指標となる近赤外線分光法（NIRS）による前頭前野部の酸素化ヘモグロビン

（oxy-Hb）濃度及び心拍変動の高周波成分（HF）を測定することで，天然クスノキ精油の鎮静

効果を心理生理学的に検討した。 

その結果，アロマ吸入により，縮瞳率とHFは有意に上昇した。とくに吸入 1分後では，空気

吸入よりも有意に高くなった。アロマ吸入はまた，空気吸入の場合と比較して，前頭前野部の

oxy-Hb濃度を有意に低下させた。 

天然クスノキ精油の香気吸入によって生じた持続的な縮瞳率の上昇とHFの増加から，副交感神

経系活動の亢進が生じたことが示唆された。さらに，前頭前野部の oxy-Hb 濃度が低下したこと

は，情動機能と関連しているこれら脳部位の神経活動の抑制が，血流動態に反映されたためと考

えられる。以上の知見は，天然クスノキ精油の鎮静効果を示しており，補完・代替医療への活用

はもとより，ストレスマネジメントにおけるリラクセーションの手段としても期待できることが

心理生理学的に明らかとなった。 

 

1-2 代替補完医療および天然クスノキ精油に関する研究会 

 天然クスノキ精油「りらっ樟」を生産・販売する IIT センターの今村勝喜社長とその関係者 5

名と，高齢者介護施設（ケアリング）のスタッフを招いて「りらっ樟を用いた認知症高齢者の睡

眠改善効果」についての情報交換を行った。さらに，2013年度に行った研究報告および現在進行

中である研究のデータ検討を行い，最後に 2014年度の活動計画について話し合った。 

第 1回情報交換会 

日時：平成 26年 5月 25日 13：00～15：00 

場所：グループホーム 東 光 寺 

参加者：岡村尚昌，津田 彰，矢島潤平，久留米大学の学生 2名，ケアリングのスタッフ 3名 

 

 2回目情報報交換会 

日時：平成 26年 6月 12日 10：00～11：30 

場所：グループホーム 東 光 寺 

参加者：岡村尚昌，矢田幸博，矢島潤平，久留米大学の学生 2名，ケアリングのスタッフ 3名 

 



2. 平成 24年度業績 

 以下に，本研究グループが関与した主な業績を示す（SIG世話人に二重下線を付記）。 

2-1 学術論文（査読あり） 

1. Miyake M, Kirisako T, Kokubo T, Miura Y, Morishita K, Okamura H, Tsuda A.: 

Randomised controlled trial of the effects of L-ornithine on stress markers and sleep 

quality in healthy workers. Nutrition Journal, in press. (査読有)  

2. 岡村尚昌，三原健吾，矢島潤平，津田 彰 心理社会的ストレスの精神神経内分泌免疫学的ア

プローチ ストレス科学，印刷中  

3. 伏島あゆみ，津田 彰，田中芳幸，岡村尚昌，矢島潤平，上田幸彦，村田 伸，津田茂子：ス

トレスマネジメント行動変容ステージの移行による主観的ウェルビーイング ストレスマネ

ジメント研究，2013，9，37-48． 

4. 矢田 幸博：生活調査における冷え性女性の心理 生理学的な解析，2013，52，39-46． 

5. Shibuya I, Nagamitsu S, Okamura H, Ozono S, Chiba H, Ohya T, Yamashita Y & 

Matsuishi T. : High correlation between salivary cortisol awakening response and the 

psychometric profiles of healthy children. BioPsychoSocial Medicine, 2014, 8(9), in press 

6. Suda K, Kishimoto S, Tomoyuki T, Nishino H, Okamura H, Teramachi Y, Yokoyama T, 

Yasukawa H, Ohbu K, Imaizumi T, & Matsuishi T. : Circulating myeloid dendritic cells is 

decreased in the acute phase of Kawasaki Disease. Journal of clinical & Experimental 

Cardiology, in press. 

7. Iwata O, Okamura H, Saitsu H, Saikusa M, Kanda H, Eshima N, Iwata S, Maeno Y, & 

Matsuishi T. : Diurnal cortisol changes in newborn infants suggesting entrainment of 

peripheral circadian clock in utero and at birth. The Journal of Clinical Endocrinology & 

Metabolism, 2013, 98, E25-E32. 

 

2-2 学会発表 

（一般発表） 

1. 佐々木絢子，津田 彰，今村勝喜，矢田幸博，岡村尚昌，矢島潤平，三原健吾．瞳孔対光反応，

前頭前野部血流動態，心拍変動による天然クスノキ精油の鎮静効果の心理生理学的検討．第

29回日本ストレス学会学術総会，徳島大学，2013.  

（シンポジウム） 

1. 岡村尚昌，津田 彰，矢島潤平．精神神経内分泌免疫学的アプローチににる心理社会的ストレ

ス要因の解明．第 29回日本ストレス学会学術総会，徳島大学，2013.  

 

助成金の使途 

（助成金を受けなかっ

た場合は０円と記載。

内訳は原則として，会

場費・通信費・謝金等

の費目に従って記載し

て下さい。） 

助成額 100千円 

内訳（費目ごとに員数・単価・金額を記すこと） 

 

書籍代（4冊）：8千円 

通信費：2千円 

交通費（世話人）：1 名×30 千円，30 千円 

謝金（データ入力）：3名×20 千円，60 千円 

 

 


